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8月 31日（金）

ひとしずく

先
日
、
知
り
合
い
が

福
岡
か
ら
帰
っ
て
き

た
の
で
、
「
ま
ぁ
寿

司
で
も
つ
ま
み
な
が

ら
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
街
の
寿
司
店

に
出
か
け
た
▼
小
ぶ

り
で
は
あ
っ
た
が
、

艶
々
と
し
て
黒
い
模
様
も
鮮
や

か
な
マ
イ
ワ
シ
が
、
ネ
タ
ケ
ー

ス
に
並
ん
で
い
た
の
で
注
文
し

た
。
脂
が
よ
く
乗
っ
て
い
て
、

と
て
も
豊
か
な
味
わ
い
の
一
品

で
、
学
生
の
頃
に
知
り
合
っ
た

釣
り
好
き
の
先
輩
に
度
々
招
か

れ
、
釣
っ
て
き
た
マ
イ
ワ
シ
を

肴
に
酒
を
飲
み
、
音
楽
談
義
に

花
を
咲
か
せ
た
こ
と
が
、
と
て

も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
た
▼

そ
の
先
輩
宅
で
の
マ
イ
ワ
シ
料

理
は
、
夫
人
ら
が
手
開
き
し
た

身
を
塩
で
軽
く
し
め
た
あ
と
、

醸
造
酢
に
レ
モ
ン
な
ど
手
に
入

れ
や
す
い
か
ん
き
つ
類
を
絞
り

込
み
、
塩
で
味
を
ま
ろ
や
か
に

整
え
た
も
の
に
く
ぐ
ら
せ
た
物

を
、
小
骨
を
切
る
よ
う
に
細
く

引
い
た
刺
身
を
中
心
に
、
天
ぷ

ら
も
食
べ
た
▼
自
分
は
、
こ
う

し
て
つ
く
る
マ
イ
ワ
シ
の
刺
身

が
い
つ
の
間
に
か
好
物
に
な

り
、
壱
岐
に
来
て
も
マ
イ
ワ
シ

が
手
に
入
る
と
よ
く
作
っ
た
。

こ
れ
に
下
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ
、
刻

ん
だ
小
ね
ネ
ギ
と
青
ジ
ソ
の
葉

を
た
っ
ぷ
り
と
混
ぜ
た
「
イ
ワ

シ
の
た
た
き
」
も
、
な
か
な
か

な
味
わ
い
で
壱
岐
産
の
麦
焼
酎

は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
酒
に
も
よ

く
合
う
逸
品
？
だ
っ
た
▼
そ
ん

な
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

資
源
が
激
減
し
た
と
い
う
マ
イ

ワ
シ
を
食
べ
な
が
ら
、
自
然
に

あ
る
も
の
を
大
量
に
と
っ
て
消

費
す
る
時
代
で
は
な
い
こ
と

を
、
マ
イ
ワ
シ
を
通
し
て
食
物

連
鎖
の
頂
点
に
立
つ
人
間
、
自

分
に
も
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思

え
た
。

受
診
率
65
％
達
成

共
同
宣
言

４
日
に
本
市

誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り

９
月
２
日
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
講
演
会

30
万
人
目
は
長
崎
市
、田
島
さ
ん
一
家

予
想
よ
り
約
半
年
早
く
達
成

25
日
、
一
支
国
博
物
館

「壱岐島ごっとり市場」採択候補に
「がんばらんば長崎」地域づくり支援事業

記念式典で田島さん一家4人

９月は障碍者雇用月間です。
誰もが職業を通して社会参加できる。

共生社会を目指して。

　
国
指
定
特
別
史
跡
・
原
の
辻

遺
跡
を
一
望
す
る
芦
辺
町
深
江

鶴
亀
触
の
高
台
に
２
０
１
０
年

３
月
14
日
、
交
流
人
口
の
拡
大
、

歴
史
を
は
じ
め
本
市
の
多
様
な

情
報
発
信
、
文
化
に
よ
る
島
お

こ
し
の
拠
点
と
し
て
、
大
き
な

期
待
と
共
に
オ
ー
プ
ン
し
た
一

支
国
博
物
館
の
入
館
者
が
今
月

25
日
、
30
万
人
を
突
破
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
30
万
人
目
の
入

館
者
と
な
っ
た
の
は
、
長
崎
市

文
教
町
、
税
理
士
、
田
島
清
志

さ
ん
（
55
）
と
妻
の
和
美
さ
ん

（
45
）、
長
女
・
侑
佳
さ
ん
（
10
）、

長
男
・
拓
実
く
ん
（
８
）
の
家

族
で
、
田
島
さ
ん
は
「
子
ど
も

た
ち
が
、
夏
休
み
の
宿
題
、
自

由
研
究
の
ヒ
ン
ト
を
探
す
こ

と
を
目
的
に
―
と
２
泊
３
日

の
予
定
で
初
め
て
来
ま
し
た
。

作
日
は
、
猿
岩
や
百
合
畑
古
墳

群
へ
行
き
、
今
朝
は
子
ど
も
た

ち
が
ク
ワ
ガ
タ
を
10
匹
と
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

な
ど
と
話
し
、
30
万
人
の
入
館

者
に
な
っ
た
こ
と
に
関
し
て

は
「
ま
さ
か
自
分
が
と
、
言
葉

に
な
ら
な
い
く
ら
い
驚
い
て

い
ま
す
。
こ
の
博
物
館
は
2
年

前
に
オ
ー
プ
ン
の
ニ
ュ
ー
ス

を
見
て
知
っ
て
い
ま
し
た
。
自

分
と
し
て
は
、

壱
岐
の
旅
の

中
で
一
番
楽

し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
以

前
、
考
古
学
関

係
の
仕
事
を

し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
吉

野
ケ
里
遺
跡

に
は
子
ど
も

た
ち
の
勉
強

の
た
め
に
訪

れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今

回
、
原
の
辻
遺

跡
見
学
も
楽

し
み
」
な
ど
と

話
し
た
。

　
予
想
よ
り
お

よ
そ
半
年
も
早

い
30
万
人
達
成

に
つ
い
て
須
藤

正
人
館
長
は

「
壱
岐
は
、
海

と
み
ど
り
、
歴

史
を
活
か
す
癒

し
の
島
で
、
古

代
の
人
々
の
息

吹
が
、
今
も
い

き
い
き
と
感
じ
ら
れ
る
。
博
物

館
に
は
、
近
い
将
来
に
国
指
定

を
受
け
る
よ
う
な
貴
重
な
遺
物

が
目
白
押
し
。
今
後
も
来
館
者

に
満
足
し
て
も
ら
え
る
博
物
館

運
営
に
努
め
た
い
」
な
ど
と
述

べ
た
。

　
田
島
さ
ん
に
は
、
記
念
品
と

し
て
▽
図
録
セ
ッ
ト
▽
壱
岐
産

の
米
・
に
こ
ま
る
▽
壱
岐
焼

酎
・
７
蔵
ミ
ニ
ボ
ト
ル
セ
ッ
ト

▽
壱
岐
古
代
米
セ
ッ
ト
（
黒
・

赤
・
緑
）
▽
愛
知
県
・
瀬
戸
で

作
ら
れ
た
花
器
（
東
海
壱
岐
の

会
）
が
、
記
念
式
典
で
須
藤
館

長
か
ら
贈
ら
れ
た
。

　
県
「
が
ん
ば

ら
ん
ば
長
崎
」

地

域

づ

く

り

支
援
事
業
・
平

成
23
年
度
募
集

分
の
採
択
候
補

選
定
で
こ
の
ほ

ど
、
本
市
・
壱

岐
体
験
型
観
光

受

入

協

議

会

（
末
永
勝
也
会

長
）
の
「
壱
岐

島
ご
っ
と
り
市

場（
い
ち
ば
）
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
選
ば
れ
た
。

　
同
市
場
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、

個
人
３
件
、
企
業
・
団
体
16
件
、

市
町
単
独
３
件
の
合
計
22
件
の

中
か
ら
選
ば
れ
、
今
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
の
３
ヶ
年
事
業
で
、

事
業
費
は
１
億
４
４
７
６
万
円

（
う
ち
県
交
付
金
要
望
額
１
億

円
、
本
市
１
０
０
０
万
円
、
自

己
資
金
３
４
７
６
万
円
）
と
な

っ
て
お
り
、
採
択
候
補
の
位
置

づ
け
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
に
よ
り
、
地
域
全
体
へ
の
大

き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の

の
、
現
時
点
で
は
、
具
体
性
や

実
現
性
な
ど
の
面
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
熟
度
が
十
分
と
ま
で
は

言
え
な
い
た
め
、
今
後
一
定
の

期
間
を
設
け
、
応
募
者
に
事
業

計
画
の
更
な
る
具
体
化
を
求
め
、

そ
の
結
果
を
見
極
め
た
う
え
で

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の

採
択
の
最
終
判
断
を
行
う
。
そ

の
具
体
化
に
は
、
地
元
市
や
県

の
関
係
部
局
も
後
押
し
を
行
う

―
と
し
て
い
る
。

　
「
島
民
自
ら
の
舵
取
り
で
日
本

一
輝
く
島
づ
く
り
を
目
指
す
」

と
す
る
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

壱
岐
の
強
み
（
食
、
歴
史
、
文

化
、
自
然
）
を
最
大
限
に
活
か

し
た
こ
だ
わ
り
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
島
民
総
ぐ
る
み
で
作
り
上
げ
、

島
外
に
徹
底
的
に
売
り
込
む
こ

と
に
よ
り
、
何
度
で
も
訪
れ

た
く
な
る
日
本
一
輝
く
「
壱
岐

島
」
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
５
年
後
の
目
標
値

を
観
光
入
込
客
数
が
13
％
増
の

2
5
7
千
人
、
観
光
消
費
額
も

13
億
円
増
の
90
億
円
と
し
、
事

業
計
画
で
は
、
今
年
は
魅
力
を

高
め
る
・
売
れ
る
商
品
づ
く
り
、

25
年
は
売
り
込
む
・
地
域
通
貨

を
最
大
活
用
、
26
年
は
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
・
地
域
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
む
運
び
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
間
に
①
壱
岐
が

一
つ
に
！
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
②
壱
岐
に
感
動
！
こ
だ
わ
り

体
験
③
壱
岐
を
楽
し
む
！
癒
し

の
島
め
ぐ
り
④
壱
岐
を
食
す
！

麦
焼
酎
と
地
元
食
の
コ
ラ
ボ
⑤

壱
岐
は
快
適
！
お
も
て
な
し
⑥

壱
岐
を
売
り
込
む
！
誘
致
戦
略

―
の
６
タ
イ
プ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
展
開
さ
れ
る
。

　
壱
岐
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中

田
和
孝
セ
ン
タ
ー
長
）
は
2
日

午
前
10
時
20
分
か
ら
午
後
３
時

１
０
分
ま
で
、
勝
本
町
、
か
ざ

は
や
で
、
本
年
度
「
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
演
会
を
、

北
九
州
と
長
崎
か
ら
３
人
の
講

師
を
招
い
て
開
催
す
る
。

　
同
講
習
会
は
、
住
民
と
共
に
介

護
予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
関
わ
る
保
険
・
医
療
・
福
祉
分

野
の
人
々
が
連
携
し
て
、
今
か
ら

目
指
す
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
学
び
、
今
後
、
本
市
で

実
践
し
て
い
く
た
め
の
研
修
の
場

に
―
と
開
か
れ
る
。

　
当
日
は
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
～

誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
づ
く

り
の
実
現
に
む
け
て
～
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
①
小
倉
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
浜
村
明
徳

院
長
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
源
流
と
地
域
包
括
ケ
ア
の

あ
り
方
②
長
崎
大
学
医
学
部
保

健
学
科
・
松
坂
誠
應
教
授
、
住

民
主
導
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア

で
の
介
護
予
防
③
同
学
科
・
井

口
茂
准
教
授
、
地
域
で
の
住
民

活
動
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
へ
―

の
３
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
市
は
４
日
午
後
３
時
か
ら
、

芦
辺
町
、
つ
ば
さ
で
、
市
国
民

健
康
保
険
の
特
定
健
診
「
受
診

率
65
％
達
成
共
同
宣
言
」
を
実

施
す
る
。

　
平
成
20
年
度
の
医
療
制
度
改

革
に
基
づ
き
ス
タ
ー
ト
し
た
特

定
健
診
も
５
年
目
と
な
り
、
国

の
示
し
た
参
酌
標
準
に
向
け
て

取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て
い
る

が
、
県
は
本
年
４
月
、
県
下
市

町
長
を
集
め
、
「
が
ん
ば
ら
ん

ば
共
同
宣
言
」
を
行
い
、
９
月

を
受
診
率
向
上
強
化
月
間
と
し

て
取
り
組
み
の
強
化
を
図
る
。

本
市
で
も
強
化
月
間
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
同
宣
言
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
当
日
は
、
市
漁
業
協
同
組
合

長
会
代
表
、
市
商
工
会
長
、
市

公
民
館
連
絡
協
議
会
長
、
市
長

に
よ
る
共
同
宣
言
へ
の
署
名
、

白
川
市
長
の
宣
言
、
講
演
な
ど

あ
る
。


